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子会社の株式譲渡について 
 
当社は、本日 2月 23日開催した取締役会において当社の完全子会社である全日空ビルデ
イング株式会社(本店所在地:大阪市西区、代表取締役社長: 牧 讓、以下 ANAB)の全株式を
本年度内にオリックス株式会社(本店所在地:東京都港区、取締役兼代表執行役社長:藤木保
彦)に譲渡することを決議し、同日、オリックス株式会社と株式譲渡契約を締結致しました。 
 

ANAグループは、「ANAグループ 2006～09年度 中期経営戦略」において、本中期期間
を 2009年度の羽田再拡張とその後の「航空ビックバン」に向けての、本格的な準備期間と
位置づけ、国内線旅客事業はもとより、国際旅客事業、貨物郵便事業という成長分野に経

営資源を集中投下し、収益性の向上と成長分野での事業拡大を図っていきます。 
ANAB は ANA グループの不動産会社として一般向け不動産賃貸事業およびグループ内
不動産関連業務(寮・社宅保有管理等)・保険代理店業務を行なっておりましたが、このよう
な状況下、有利子負債の削減を図るとともに経営資源の航空運送事業への集中を進めるた

め、当社の保有する ANAB全株式を売却することとしたものであります。 
 
なお、ANA グループ内の不動産関連業務(寮・社宅保有管理等)・保険代理店業務は売却
対象とはせず、平成 17年 12月 2日に新規に設立した（新）全日空ビルディング株式会社(本
店所在地:東京都港区、代表取締役社長: 牧 讓)にて継続します。 
 

記 
 
1. 譲渡株式 

全日空ビルデイング（株）（参考①参照）全発行済株式 48,615,058株  
                

2. 譲渡先 
オリックス株式会社   （参考②参照） 
 

3. 譲渡日程 
平成 18年 2月 23日 当社取締役会決議 
    〃    株式譲渡契約を締結 
平成 18年 3月(予定) 株式譲渡 

 
4. 株式譲渡による業績への影響 
本件により当社は単体決算では約 105億円、連結決算では約 140億円の特別利益の計
上を見込んでおりますが、本件につきましては、平成 18年 1月 31日発表の当期業績
予想に既に織り込んでおります。 

 
5. その他 
本株式譲渡により、当社の連結有利子負債は前期末比で約 400 億円削減される見込み
です。 
（前期末連結有利子負債残高 9，422億円） 



＜参考①：株式を譲渡する子会社の概要＞ 
① 商 号    ：全日空ビルデイング株式会社 
② 代 表 ：代表取締役社長 牧 讓 
③ 設 立    ：昭和 36年 8月 
④ 本店所在地 ：大阪府大阪市西区西本町一丁目 10番 10号 
⑤ 資 本 金    ：7,229百万円 
⑥ 事 業 内 容 ：一般向け不動産賃貸事業 

 
＜参考②：譲渡先の概要＞ 
① 商 号 ：オリックス株式会社 
② 代 表 ：取締役兼代表執行役社長 藤木 保彦 
③ 設 立 ：昭和 39年 4月 
④ 本店所在地 ：東京都港区浜松町二丁目 4番 1号 世界貿易センタービル内 
⑤ 資 本 金    ：76,520百万円（平成 17年 9月 30日現在） 
⑥ 事 業 内 容    ：法人金融サービス事業、不動産関連ファイナンス事業他 
 

 
以 上 




